2022年2月
2022年2月6日 顕現後第5主日 （緑）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ　6: 1～ 8, (9～13) (旧1069)
第2朗読　1コリント15: 1～11 (新320)
福 音 書　ルカ5: 1～11 (新109)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 138（詩篇138:1-8）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)よ、わたしはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こころ),心)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つ),尽)くしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),感)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃ),謝)し、

    EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)のみEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まえ),前)でほめEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うた),歌)をうたいます。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)なるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(でん),殿)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(む),向)かってひれEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ),伏)し、

    あなたのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いつく),慈)しみとまこととのゆえに、みEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),名)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),感)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃ),謝)をささげます。

そのみEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),名)のすべてにまさって、

    あなたはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おお),仰)せをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おお),大)いなるものとされました。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),呼)びEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もと),求)めるわたしにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こた),答)え、

    あなたはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たましい),魂)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちから),力)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あた),与)え、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),解)きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はな),放)ってくださいました。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),地)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょう),上)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おう),王)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みな),皆)、あなたにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),感)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃ),謝)をささげます。

    あなたのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くち),口)からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(で),出)るEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おお),仰)せをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)らはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),聞)きました。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みち),道)についてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)らはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うた),歌)う。

    EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おお),大)いなるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えい),栄)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),光)を。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たか),高)くいましても、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひく),低)くされているEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),見)ておられます。

    EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とお),遠)くにいましても、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごう),傲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まん),慢)なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),知)っておられます。

わたしがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),苦)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なん),難)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なか),中)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ある),歩)いているときにも、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てき),敵)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いか),怒)りにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あ),遭)っているときにも、

    わたしにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いのち),命)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(え),得)させてください。みEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(て),手)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つか),遣)わし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みぎ),右)のみEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(て),手)でおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すく),救)いください。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はわたしのために、すべてをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),成)しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),遂)げてくださいます。

    EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)よ、あなたのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いつく),慈)しみが、とこしえにありますように。みEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(て),手)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わざ),業)をどうかEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はな),離)さないでください。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Pr.

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)なる、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)なるEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さま),様)。EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),地)はEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えい),栄)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),光)でEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),満)ち、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),御)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まえ),前)ではEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てん),天)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),使)たちとEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),徒)たちがあなたをEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おそ),畏)れEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うやま),敬)っています。あなたがEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せ),世)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かい),界)をEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うご),動)かしているのをEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),見)ることができるようEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わたし),私)たちにEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おお),大)きなEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まぼろし),幻)をEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しめ),示)し、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),御)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めぐ),恵)みによってEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),御)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),子)のEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),使)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃ),者)としてください。EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すく),救)いEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぬし),主)、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)イエス・キリストによってEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いの),祈)ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　イザヤ　6: 1～ 8, (9～13) (旧1069)
6: 1ウジヤ王が死んだ年のことである。 わたしは、高く天にある御座に主が座しておられるのを見た。衣の裾は神殿いっぱいに広がっていた。 2上の方にはセラフィムがいて、それぞれ六つの翼を持ち、二つをもって顔を覆い、二つをもって足を覆い、二つをもって飛び交っていた。 3彼らは互いに呼び交わし、唱えた。

「聖なる、聖なる、聖なる万軍の主。

主の栄光は、地をすべて覆う。」

4この呼び交わす声によって、神殿の入り口の敷居は揺れ動き、神殿は煙に満たされた。 5わたしは言った。

「災いだ。わたしは滅ぼされる。

わたしは汚れた唇の者。

汚れた唇の民の中に住む者。

しかも、わたしの目は

王なる万軍の主を仰ぎ見た。」

6するとセラフィムのひとりが、わたしのところに飛んで来た。その手には祭壇から火鋏で取った炭火があった。 7彼はわたしの口に火を触れさせて言った。

「見よ、これがあなたの唇に触れたので

あなたの咎は取り去られ、罪は赦された。」

8そのとき、わたしは主の御声を聞いた。

「誰を遣わすべきか。

誰が我々に代わって行くだろうか。」

わたしは言った。

「わたしがここにおります。

わたしを遣わしてください。」

（9主は言われた。

「行け、この民に言うがよい

よく聞け、しかし理解するな

よく見よ、しかし悟るな、と。

10この民の心をかたくなにし

耳を鈍く、目を暗くせよ。

目で見ることなく、耳で聞くことなく

その心で理解することなく

悔い改めていやされることのないために。」

11わたしは言った。

「主よ、いつまででしょうか。」

主は答えられた。

「町々が崩れ去って、住む者もなく

家々には人影もなく

大地が荒廃して崩れ去るときまで。」

12主は人を遠くへ移される。

国の中央にすら見捨てられたところが多くなる。

13なお、そこに十分の一が残るが

それも焼き尽くされる。

切り倒されたテレビンの木、樫の木のように。

しかし、それでも切り株が残る。

その切り株とは聖なる種子である。）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　1コリント15: 1～11 (新320)
15: 1兄弟たち、わたしがあなたがたに告げ知らせた福音を、ここでもう一度知らせます。これは、あなたがたが受け入れ、生活のよりどころとしている福音にほかなりません。 2どんな言葉でわたしが福音を告げ知らせたか、しっかり覚えていれば、あなたがたはこの福音によって救われます。さもないと、あなたがたが信じたこと自体が、無駄になってしまうでしょう。 3最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝えたのは、わたしも受けたものです。すなわち、キリストが、聖書に書いてあるとおりわたしたちの罪のために死んだこと、 4葬られたこと、また、聖書に書いてあるとおり三日目に復活したこと、 5ケファに現れ、その後十二人に現れたことです。 6次いで、五百人以上もの兄弟たちに同時に現れました。そのうちの何人かは既に眠りについたにしろ、大部分は今なお生き残っています。 7次いで、ヤコブに現れ、その後すべての使徒に現れ、 8そして最後に、月足らずで生まれたようなわたしにも現れました。 9わたしは、神の教会を迫害したのですから、使徒たちの中でもいちばん小さな者であり、使徒と呼ばれる値打ちのない者です。 10神の恵みによって今日のわたしがあるのです。そして、わたしに与えられた神の恵みは無駄にならず、わたしは他のすべての使徒よりずっと多く働きました。しかし、働いたのは、実はわたしではなく、わたしと共にある神の恵みなのです。 11とにかく、わたしにしても彼らにしても、このように宣べ伝えているのですし、あなたがたはこのように信じたのでした。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ルカ5: 1～11 (新109)
5: 1イエスがゲネサレト湖畔に立っておられると、神の言葉を聞こうとして、群衆がその周りに押し寄せて来た。 2イエスは、二そうの舟が岸にあるのを御覧になった。漁師たちは、舟から上がって網を洗っていた。 3そこでイエスは、そのうちの一そうであるシモンの持ち舟に乗り、岸から少し漕ぎ出すようにお頼みになった。そして、腰を下ろして舟から群衆に教え始められた。 4話し終わったとき、シモンに、「沖に漕ぎ出して網を降ろし、漁をしなさい」と言われた。 5シモンは、「先生、わたしたちは、夜通し苦労しましたが、何もとれませんでした。しかし、お言葉ですから、網を降ろしてみましょう」と答えた。 6そして、漁師たちがそのとおりにすると、おびただしい魚がかかり、網が破れそうになった。 7そこで、もう一そうの舟にいる仲間に合図して、来て手を貸してくれるように頼んだ。彼らは来て、二そうの舟を魚でいっぱいにしたので、舟は沈みそうになった。 8これを見たシモン・ペトロは、イエスの足もとにひれ伏して、「主よ、わたしから離れてください。わたしは罪深い者なのです」と言った。 9とれた魚にシモンも一緒にいた者も皆驚いたからである。 10シモンの仲間、ゼベダイの子のヤコブもヨハネも同様だった。すると、イエスはシモンに言われた。「恐れることはない。今から後、あなたは人間をとる漁師になる。」 11そこで、彼らは舟を陸に引き上げ、すべてを捨ててイエスに従った。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

2022年2月13日 顕現後第６主日 （緑）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　エレミヤ17: 5～10 (旧1208)
第2朗読　1コリント15:12～20 (新320)
福 音 書　ルカ6:17～26 (新112)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 1（詩篇1:1-6）

いかにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいわ),幸)いなことか。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さか),逆)らうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はか),計)らいにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(したが),従)ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あゆ),歩)まず、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つみ),罪)あるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みち),道)にとどまらず、

　　EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(ごう),傲)

EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(まん),慢)なEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(もの),者)とEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(とも),共)にEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(すわ),座)らず、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(しゅ),主)のEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(おし),教え)をEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(よろこ),喜び)、EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(しゅ),主)のEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(おし),教え)をEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(ひる),昼)もEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(よる),夜)もEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(くち),口)ずさむEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(ひと),人)。

そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),人)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なが),流)れのほとりにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),植)えられたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),木)。ときがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めぐ),巡)りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),来)ればEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),実)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むす),結)び、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(は),葉)もしおれることがない。

　　そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),人)のすることはすべて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はん),繁)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えい),栄)をもたらす。

EQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(かみ),神)にEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(さか),逆)らうEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(もの),者)はそうではない。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かぜ),風)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ),吹)きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),飛)ばされるもみEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がら),殻)。

　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(かみ),神)にEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(さか),逆)らうEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(もの),者)はEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(さば),裁)きにEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(た),堪)えず、EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(つみ),罪)あるEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(もの),者)はEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(かみ),神)にEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(したが),従)うEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(ひと),人)のEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(つど),集)いにEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(た),堪)えない。

EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(かみ),神)にEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(したが),従)うEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(ひと),人)のEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(みち),道)をEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(しゅ),主)はEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(し),知)っていてくださる。

　　EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(かみ),神)にEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(さか),逆)らうEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(もの),者)のEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(みち),道)はEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(ほろ),滅)びにEQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o(\s\up 9(いた),至)る。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Pr.

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),生)きておられるEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さま),様)。あなたはキリストによってすべてをEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あたら),新)しくされます。EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わたし),私)たちのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まず),貧)しさをあなたのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めぐ),恵)みのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆた),豊)かさでEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つく),造)りEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),変)えることで、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わたし),私)たちがEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あたら),新)しくEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),生)き、あなたのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えい),栄)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),光)がEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あらわ),顕)れますように。EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すく),救)いEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぬし),主)、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)イエス・キリストによってEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いの),祈)ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　エレミヤ17: 5～10 (旧1208)
17: 5主はこう言われる。

呪われよ、人間に信頼し、肉なる者を頼みとし

その心が主を離れ去っている人は。

6彼は荒れ地の裸の木。

恵みの雨を見ることなく

人の住めない不毛の地

炎暑の荒れ野を住まいとする。

7祝福されよ、主に信頼する人は。

主がその人のよりどころとなられる。

8彼は水のほとりに植えられた木。

水路のほとりに根を張り

暑さが襲うのを見ることなく

その葉は青々としている。

干ばつの年にも憂いがなく

実を結ぶことをやめない。

9人の心は何にもまして、とらえ難く病んでいる。

誰がそれを知りえようか。

10心を探り、そのはらわたを究めるのは

主なるわたしである。

それぞれの道、業の結ぶ実に従って報いる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　1コリント15:12～20 (新320)
15: 12キリストは死者の中から復活した、と宣べ伝えられているのに、あなたがたの中のある者が、死者の復活などない、と言っているのはどういうわけですか。 13死者の復活がなければ、キリストも復活しなかったはずです。 14そして、キリストが復活しなかったのなら、わたしたちの宣教は無駄であるし、あなたがたの信仰も無駄です。 15更に、わたしたちは神の偽証人とさえ見なされます。なぜなら、もし、本当に死者が復活しないなら、復活しなかったはずのキリストを神が復活させたと言って、神に反して証しをしたことになるからです。 16死者が復活しないのなら、キリストも復活しなかったはずです。 17そして、キリストが復活しなかったのなら、あなたがたの信仰はむなしく、あなたがたは今もなお罪の中にあることになります。 18そうだとすると、キリストを信じて眠りについた人々も滅んでしまったわけです。 19この世の生活でキリストに望みをかけているだけだとすれば、わたしたちはすべての人の中で最も惨めな者です。

20しかし、実際、キリストは死者の中から復活し、眠りについた人たちの初穂となられました。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ルカ6:17～26 (新112)
6: 17イエスは彼らと一緒に山から下りて、平らな所にお立ちになった。大勢の弟子とおびただしい民衆が、ユダヤ全土とエルサレムから、また、ティルスやシドンの海岸地方から、 18イエスの教えを聞くため、また病気をいやしていただくために来ていた。汚れた霊に悩まされていた人々もいやしていただいた。 19群衆は皆、何とかしてイエスに触れようとした。イエスから力が出て、すべての人の病気をいやしていたからである。

20さて、イエスは目を上げ弟子たちを見て言われた。

「貧しい人々は、幸いである、

神の国はあなたがたのものである。

21今飢えている人々は、幸いである、

あなたがたは満たされる。

今泣いている人々は、幸いである、

あなたがたは笑うようになる。

22人々に憎まれるとき、また、人の子のために追い出され、ののしられ、汚名を着せられるとき、あなたがたは幸いである。 23その日には、喜び踊りなさい。天には大きな報いがある。この人々の先祖も、預言者たちに同じことをしたのである。

24しかし、富んでいるあなたがたは、不幸である、

あなたがたはもう慰めを受けている。

25今満腹している人々、あなたがたは、不幸である、

あなたがたは飢えるようになる。

今笑っている人々は、不幸である、

あなたがたは悲しみ泣くようになる。

26すべての人にほめられるとき、あなたがたは不幸である。この人々の先祖も、偽預言者たちに同じことをしたのである。」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

2022年2月20日 顕現後第７主日 （緑）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　創世記45: 3～11,15 (旧81)
第2朗読　1コリント15:35～38,42～50 (新321)
福 音 書　ルカ6:27～38 (新113)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 37（詩篇37:1-11,39-40）

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あく),悪)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じ),事)をEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はか),謀)るEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)のことでいらEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だ),立)つな。
　　EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ),不)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),正)をEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おこな),行)うEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)をうらやむな。
EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)らはEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くさ),草)のようにEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(またた),瞬)くEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),間)にEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),枯)れる。

　　EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あお),青)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くさ),草)のようにすぐにしおれる。
EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)にEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),信)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(らい),頼)し、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぜん),善)をEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おこな),行)え。

　　このEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),地)にEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),住)みEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つ),着)き、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),信)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),仰)をEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かて),糧)とせよ。
EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)にEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みずか),自)らをゆだねよ

　　EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はあなたのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こころ),心)のEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ねが),願)いをかなえてくださる。
あなたのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みち),道)をEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)にまかせよ。EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),信)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(らい),頼)せよ、
　　EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はか),計)らい、あなたのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ただ),正)しさをEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひかり),光)のように、あなたのためのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さば),裁)きをEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),真)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひる),昼)のEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひかり),光)のようにEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かがや),輝)かせてくださる。
EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちん),沈)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もく),黙)してEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)にEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(む),向)かい、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)をEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),待)ちEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),焦)がれよ。

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はん),繁)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えい),栄)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みち),道)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),行)くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わる),悪)だくみをするEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)のことでいらEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だ),立)つな。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いか),怒)りをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),解)き、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いきどお),憤)りをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),捨)てよ。

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じ),自)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶん),分)もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あく),悪)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じ),事)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はか),謀)ろうと、いらEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だ),立)ってはならない。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あく),悪)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じ),事)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はか),謀)るEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),断)たれ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のぞ),望)みをおくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),人)は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),地)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つ),継)ぐ。
　　しばらくすれば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さか),逆)らうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),消)えEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),去)る。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)のいたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ところ),所)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しら),調)べてみよ、
　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),消)えEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),去)っている。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まず),貧)しいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),人)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),地)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つ),継)ぎ

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆた),豊)かなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へい),平)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わ),和)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みずか),自)らをゆだねるであろう。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(したが),従)うEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),人)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すく),救)いはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)のもとからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),来)る

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わざわ),災)いがふりかかるとき、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とりで),砦)となってくださるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),方)のもとから。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たす),助)け、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のが),逃)れさせてくださる。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さか),逆)らうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のが),逃)れさせてくださる。
　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),避)けどころとするEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),人)を、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すく),救)ってくださる。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Pr.（年間予定から変更あり）
EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)イエス(EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さま),様)／よ)（EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)イエス・キリスト）。EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わたし),私)たちをあなたのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へい),平)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わ),和)のEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どう),道)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐ),具)としてください。EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にく),憎)しみのあるところにEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あい),愛)を、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きず),傷)ついたところにEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆる),赦)しを、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぜつ),絶)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼう),望)のあるところにEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),希)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぼう),望)をEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),蒔)くものとなりますように。EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)なるEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)（よ）、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),御)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),名)によってEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わたし),私)たちがEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なぐさ),慰)め、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(り),理)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かい),解)し、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あい),愛)することができますように。あなたはEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちち),父)とEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(れい),霊)とともにただEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),独)りのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えい),永)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えん),遠)のEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)です。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　創世記45: 3～11,15 (旧81)
45: 3ヨセフは、兄弟たちに言った。

「わたしはヨセフです。お父さんはまだ生きておられますか。」

兄弟たちはヨセフの前で驚きのあまり、答えることができなかった。

4ヨセフは兄弟たちに言った。

「どうか、もっと近寄ってください。」

兄弟たちがそばへ近づくと、ヨセフはまた言った。

「わたしはあなたたちがエジプトへ売った弟のヨセフです。 5しかし、今は、わたしをここへ売ったことを悔やんだり、責め合ったりする必要はありません。命を救うために、神がわたしをあなたたちより先にお遣わしになったのです。 6この二年の間、世界中に飢饉が襲っていますが、まだこれから五年間は、耕すこともなく、収穫もないでしょう。 7神がわたしをあなたたちより先にお遣わしになったのは、この国にあなたたちの残りの者を与え、あなたたちを生き永らえさせて、大いなる救いに至らせるためです。 8わたしをここへ遣わしたのは、あなたたちではなく、神です。神がわたしをファラオの顧問、宮廷全体の主、エジプト全国を治める者としてくださったのです。

9急いで父上のもとへ帰って、伝えてください。『息子のヨセフがこう言っています。神が、わたしを全エジプトの主としてくださいました。ためらわずに、わたしのところへおいでください。 10そして、ゴシェンの地域に住んでください。そうすればあなたも、息子も孫も、羊や牛の群れも、そのほかすべてのものも、わたしの近くで暮らすことができます。 11そこでのお世話は、わたしがお引き受けいたします。まだ五年間は飢饉が続くのですから、父上も家族も、そのほかすべてのものも、困ることのないようになさらなければいけません。』
45:15ヨセフは兄弟たち皆に口づけし、彼らを抱いて泣いた。その後、兄弟たちはヨセフと語り合った。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　1コリント15:35～38,42～50 (新321)
15: 35しかし、死者はどんなふうに復活するのか、どんな体で来るのか、と聞く者がいるかもしれません。 36愚かな人だ。あなたが蒔くものは、死ななければ命を得ないではありませんか。 37あなたが蒔くものは、後でできる体ではなく、麦であれ他の穀物であれ、ただの種粒です。 38神は、御心のままに、それに体を与え、一つ一つの種にそれぞれ体をお与えになります。
15: 42死者の復活もこれと同じです。蒔かれるときは朽ちるものでも、朽ちないものに復活し、 43蒔かれるときは卑しいものでも、輝かしいものに復活し、蒔かれるときには弱いものでも、力強いものに復活するのです。 44つまり、自然の命の体が蒔かれて、霊の体が復活するのです。自然の命の体があるのですから、霊の体もあるわけです。 45「最初の人アダムは命のある生き物となった」と書いてありますが、最後のアダムは命を与える霊となったのです。 46最初に霊の体があったのではありません。自然の命の体があり、次いで霊の体があるのです。 47最初の人は土ででき、地に属する者であり、第二の人は天に属する者です。 48土からできた者たちはすべて、土からできたその人に等しく、天に属する者たちはすべて、天に属するその人に等しいのです。 49わたしたちは、土からできたその人の似姿となっているように、天に属するその人の似姿にもなるのです。

50兄弟たち、わたしはこう言いたいのです。肉と血は神の国を受け継ぐことはできず、朽ちるものが朽ちないものを受け継ぐことはできません。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ルカ6:27～38 (新113)
6: 27「しかし、わたしの言葉を聞いているあなたがたに言っておく。敵を愛し、あなたがたを憎む者に親切にしなさい。 28悪口を言う者に祝福を祈り、あなたがたを侮辱する者のために祈りなさい。 29あなたの頬を打つ者には、もう一方の頬をも向けなさい。上着を奪い取る者には、下着をも拒んではならない。 30求める者には、だれにでも与えなさい。あなたの持ち物を奪う者から取り返そうとしてはならない。 31人にしてもらいたいと思うことを、人にもしなさい。 32自分を愛してくれる人を愛したところで、あなたがたにどんな恵みがあろうか。罪人でも、愛してくれる人を愛している。 33また、自分によくしてくれる人に善いことをしたところで、どんな恵みがあろうか。罪人でも同じことをしている。 34返してもらうことを当てにして貸したところで、どんな恵みがあろうか。罪人さえ、同じものを返してもらおうとして、罪人に貸すのである。 35しかし、あなたがたは敵を愛しなさい。人に善いことをし、何も当てにしないで貸しなさい。そうすれば、たくさんの報いがあり、いと高き方の子となる。いと高き方は、恩を知らない者にも悪人にも、情け深いからである。 36あなたがたの父が憐れみ深いように、あなたがたも憐れみ深い者となりなさい。」

37「人を裁くな。そうすれば、あなたがたも裁かれることがない。人を罪人だと決めるな。そうすれば、あなたがたも罪人だと決められることがない。赦しなさい。そうすれば、あなたがたも赦される。 38与えなさい。そうすれば、あなたがたにも与えられる。押し入れ、揺すり入れ、あふれるほどに量りをよくして、ふところに入れてもらえる。あなたがたは自分の量る秤で量り返されるからである。」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

2022年2月27日 主の変容 (白/金)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　出エジプト34:29～35 (旧152)
第2朗読　2コリント3:12～4:2 (新328)
福 音 書　ルカ9:28～36,(37-43a) (新123)
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Of. 99（詩篇99:1-9）

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)こそEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おう),王)。

    EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょ),諸)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こく),国)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たみ),民)よ、おののけ。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はケルビムのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うえ),上)にみEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざ),座)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(お),置)かれる。

    EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ち),地)よ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふる),震)えよ。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はシオンにいまし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おお),大)いなるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),方)。

    すべてのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たみ),民)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うえ),上)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たか),高)くいますEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),方)。

みEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),名)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),偉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だい),大)なること、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おそ),畏)るべきことをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こく),告)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はく),白)せよ。

    EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)なるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),方)。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちから),力)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(づよ),強)いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おう),王)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さば),裁)きをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あい),愛)し、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),公)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へい),平)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),固)くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さだ),定)め、

    ヤコブにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たい),対)するEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さば),裁)きとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(めぐ),恵)みのみEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わざ),業)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),成)しEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),遂)げられる。

わたしたちのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)をあがめよ。そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あし),足)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だい),台)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(む),向)かってひれEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ),伏)せ。

    EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)なるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),方)。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さい),祭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),司)からはモーセとアロンが、みEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(な),名)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),呼)ぶEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)からはサムエルが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よ),呼)ぶと、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)らにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こた),答)えられた。

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くも),雲)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はしら),柱)からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),語)りかけ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)らにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おきて),掟)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さだ),定)めとをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たまわ),賜)り、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)らはそれをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まも),守)った。

わたしたちのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)よ、あなたはEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)らにEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こた),答)えられた。

　　あなたはEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)らをEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆる),赦)すEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),彼)らのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とが),咎)にはEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むく),報)いるEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)であった。
わたしたちのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)をあがめよ。そのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)なるEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やま),山)にEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(む),向)かってひれEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふ),伏)せ。
　　わたしたちのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)はEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)なるEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かた),方)。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

Pr.

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)でありEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えい),永)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えん),遠)のEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さま),様)。EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わたし),私)たちは、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),御)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),子)イエス・キリストのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なか),中)にしか、あなたのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えい),栄)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),光)をEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),見)ることはできません。EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わたし),私)たちをEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),御)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),子)にEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(に),似)たEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),者)へとEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つく),造)りEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),変)え、そのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),神)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),性)でEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つつ),包)んでください。あなたとEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せい),聖)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(れい),霊)とともにただEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひと),独)りのEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えい),永)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えん),遠)のEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),支)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はい),配)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゃ),者)、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),御)

EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),子)、EQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅ),主)イエス・キリストによってEQ \* jc2 \* "Font:游明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いの),祈)ります。アーメン
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第1朗読　出エジプト34:29～35 (旧152)
34: 29モーセがシナイ山を下ったとき、その手には二枚の掟の板があった。モーセは、山から下ったとき、自分が神と語っている間に、自分の顔の肌が光を放っているのを知らなかった。 30アロンとイスラエルの人々がすべてモーセを見ると、なんと、彼の顔の肌は光を放っていた。彼らは恐れて近づけなかったが、 31モーセが呼びかけると、アロンと共同体の代表者は全員彼のもとに戻って来たので、モーセは彼らに語った。 32その後、イスラエルの人々が皆、近づいて来たので、彼はシナイ山で主が彼に語られたことをことごとく彼らに命じた。 33モーセはそれを語り終わったとき、自分の顔に覆いを掛けた。

34モーセは、主の御前に行って主と語るときはいつでも、出て来るまで覆いをはずしていた。彼は出て来ると、命じられたことをイスラエルの人々に語った。 35イスラエルの人々がモーセの顔を見ると、モーセの顔の肌は光を放っていた。モーセは、再び御前に行って主と語るまで顔に覆いを掛けた。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

第2朗読 　2コリント3:12～4:2 (新328)
3: 12このような希望を抱いているので、わたしたちは確信に満ちあふれてふるまっており、 13モーセが、消え去るべきものの最後をイスラエルの子らに見られまいとして、自分の顔に覆いを掛けたようなことはしません。 14しかし、彼らの考えは鈍くなってしまいました。今日に至るまで、古い契約が読まれる際に、この覆いは除かれずに掛かったままなのです。それはキリストにおいて取り除かれるものだからです。 15このため、今日に至るまでモーセの書が読まれるときは、いつでも彼らの心には覆いが掛かっています。 16しかし、主の方に向き直れば、覆いは取り去られます。 17ここでいう主とは、“霊”のことですが、主の霊のおられるところに自由があります。 18わたしたちは皆、顔の覆いを除かれて、鏡のように主の栄光を映し出しながら、栄光から栄光へと、主と同じ姿に造りかえられていきます。これは主の霊の働きによることです。
4: 1こういうわけで、わたしたちは、憐れみを受けた者としてこの務めをゆだねられているのですから、落胆しません。 2かえって、卑劣な隠れた行いを捨て、悪賢く歩まず、神の言葉を曲げず、真理を明らかにすることにより、神の御前で自分自身をすべての人の良心にゆだねます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

福音書 　ルカ9:28～36,(37-43a) (新123)
9: 28この話をしてから八日ほどたったとき、イエスは、ペトロ、ヨハネ、およびヤコブを連れて、祈るために山に登られた。 29祈っておられるうちに、イエスの顔の様子が変わり、服は真っ白に輝いた。 30見ると、二人の人がイエスと語り合っていた。モーセとエリヤである。 31二人は栄光に包まれて現れ、イエスがエルサレムで遂げようとしておられる最期について話していた。 32ペトロと仲間は、ひどく眠かったが、じっとこらえていると、栄光に輝くイエスと、そばに立っている二人の人が見えた。 33その二人がイエスから離れようとしたとき、ペトロがイエスに言った。「先生、わたしたちがここにいるのは、すばらしいことです。仮小屋を三つ建てましょう。一つはあなたのため、一つはモーセのため、もう一つはエリヤのためです。」ペトロは、自分でも何を言っているのか、分からなかったのである。 34ペトロがこう言っていると、雲が現れて彼らを覆った。彼らが雲の中に包まれていくので、弟子たちは恐れた。 35すると、「これはわたしの子、選ばれた者。これに聞け」と言う声が雲の中から聞こえた。 36その声がしたとき、そこにはイエスだけがおられた。弟子たちは沈黙を守り、見たことを当時だれにも話さなかった。

（37翌日、一同が山を下りると、大勢の群衆がイエスを出迎えた。 38そのとき、一人の男が群衆の中から大声で言った。「先生、どうかわたしの子を見てやってください。一人息子です。 39悪霊が取りつくと、この子は突然叫びだします。悪霊はこの子にけいれんを起こさせて泡を吹かせ、さんざん苦しめて、なかなか離れません。 40この霊を追い出してくださるようにお弟子たちに頼みましたが、できませんでした。」 41イエスはお答えになった。「なんと信仰のない、よこしまな時代なのか。いつまでわたしは、あなたがたと共にいて、あなたがたに我慢しなければならないのか。あなたの子供をここに連れて来なさい。」 42その子が来る途中でも、悪霊は投げ倒し、引きつけさせた。イエスは汚れた霊を叱り、子供をいやして父親にお返しになった。 43人々は皆、神の偉大さに心を打たれた。）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

